
Williams Racing drivers operate mining giants�ウィリアムズ・レーシングのドライバー、超大型マイニング機械の操作に挑戦

ウィリアムズ・レーシングF1チームはオースティンでのレースに先立ち、コマツのアリゾナ試験場を訪問
ウィリアムズ・レーシングのドライバーであるアレックス・アルボン選手とフランコ・コラピント選手は、チーム代表の
ジェームス・ボウルズ氏とともに、アリゾナ州ツーソンにあるコマツのアリゾナ試験場を訪問し、超大型マイニング機械の操作に挑戦しました。

コマツのエレキダンプを見上げるアレックス・アルボン選手（左）とフランコ・コラピント選手（右）

コマツは、ウィリアムズ・レーシングF1チームのプリンシパルパートナーとして
コマツのマイニング機械が持つ最先端テクノロジーと圧倒的なスケールを
体感していただけたことを嬉しく思います。

ウィリアムズ・レーシングのフランコ・コラピント選手（左）と
アレックス・アルボン選手（右）アリゾナ試験場にて （アリゾナ州　ツーソン）

アルボン選手は、「コマツのアリゾナ試験場で普段とは違ったマシンを運転
できたことは素晴らしい経験でした。操作した機械は大きさには驚きました。
指導してくださったコマツのトレーナーにも感謝しています」とコメントしました。

アリゾナ試験場は、コマツの研究開発拠点であるとともに、試験場とデモサイト
としての機能も兼ね備えています。
オースティンでのレースに先立ち、アルボン選手とコラピント選手はここで
2階建ての建物に匹敵する大きさのパワーアグノスティックトラック930Eと38㎥
のバケット容量を持つPC7000-11の操作に挑戦しました。
これらの機械には、最先端のマイニング技術が搭載されており、コマツの
イノベーションと効率化に対する取り組みを象徴するモデルです。
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ウィリアムズ・レーシングのドライバー、超大型マイニング機械の操作に挑戦
「グローブにあるウィリアムズ・レーシングの工場と同様に、この現場も非常に活気があるイノベーションと進化の拠点ですね。
ただ、こちらのスケールはまったく異次元です。この経験を通じて、コマツとのパートナーシップの重要性がさらに高まり、両ブランドが
いかに技術面で限界に挑戦し続けているかを再認識できました。今後もこのパートナーシップがさらに進化し、成長するなかで、今日の
ような経験を重ねていけることを期待しています」と、チーム代表のボウルズ氏は語りました。

両ドライバーは、巨大な重量とパワーを持つ超大型マイニング機械に乗り込み、険しい地形を運転しながら、正確なルートを辿るという
新たなスキルの限界に挑戦しました。どちらのドライバーにもコマツのトレーナーが付き、操作をガイドしました。
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新たなスキルの限界に挑戦しました。どちらのドライバーにもコマツのトレーナーが付き、操作をガイドしました。

アリゾナ試験場にてコマツのエレキダンプをじっくり見るウィリアムズ・レーシングのアレックス・アルボン選手（左）とフランコ・コラピント選手（右）
                                                                                              （アリゾナ州、ツーソン）
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アルボン選手は「スキルセットは異なりますが、巨大油圧ショベルとF1マシンで運転に必要な専門知識は予想以上に共通点がある」と
語りました。
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